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大学生のAI利用意識_アンケート調査 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大学生のAI利用意識_アンケート調査 

生成系AIの利用経験 (n=584)  

対象:九州大学学生, 2023年4月 , 有効回答数492, iQ Lab 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大学生のAI利用意識_アンケート調査 

生成系AIへの期待 (n=584)  

対象:九州大学学生, 2023年4月 , 有効回答数492, iQ Lab 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大学生のAI利用意識_アンケート調査 

AI活用への抵抗感 (n=584)  

対象:九州大学学生, 2023年4月 , 有効回答数492, iQ Lab 



各大学の生成系AIへの対応調査 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AI 活用のガイドライン (n=61)  

https://note.com/pogohopper8/n/n3126b312f209 (森木, 2023.06.07) から無作為で大学を抽出し iQ Lab で作成 

https://note.com/pogohopper8/n/n3126b312f209


生成系 AI の利用を規制する大学  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AI により生成された文章を直接複写しレポートや学位論文を作成するのは剽窃で  
不適切な利用は不正行為とみなされる可能性があることを警告  



生成系 AI の利用を慎重に見る大学(中立)  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学生自身の作成を前提にし、AIの利用は教員の許可と指示の範囲内に限定  
大学としての意思表明はなく、使用上の注意勧告のみのパターン  



生成系 AI の利用を推進する大学  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HPスクショ

東洋大学情報連携学部  https://www.iniad.org/blog/2023/04/14/generative-ai/

生成系AI活用は思考力を深め、アイデアを生み出し社会で活躍できるようになると表明  
学生に生成系AIを活用した学びのあり方を推進するパターン  



大学生の生成系AI活用事例 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事例 ①：就活における活用事例  

● 数多くの企業の採用・インターンのページを読むのがめんどくさい。 

● 僕が知りたい情報を最初に読み込ませて、企業のサイトから知りたい情報だけを抽出してもらう。 

● どの分野でどこまで使えるかなと思って、いろんなことに使っている。 

インタビュー抜粋

短期間で多くの企業のページの確認を効率化したくて 

ChatGPT で自分が知りたい情報のみを抽出してもらう 

▪ChatGPT Plus（有料版）では、プラグインにより、ホームページを読み込むことが可能 

▪企業のページの URL を入力し、予め決めた情報を抽出してもらう 

▪ChatGPT に企業ページの読み込みを任せて、効率よく企業についてリサーチ 

芸術工学部（男性） 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事例 ②：プログラミングにおける事例1  

● あまり(プログラミングについて)聞ける友達がいない。 

● 書いたコードとエラーをセットでプロンプトに入れてあげると、なんか正しく反応してくれやすい。 

● AI の方が自分より得意なので書いてもらった方がうまくいきやすいと思って、全部お任せするようになりました。 

インタビュー抜粋

▪最初からプログラムで達成したいことを ChatGPT に伝えて、プログラムを生成してもらう 

▪生成されたプログラムがうまく動作しなかった場合も、ChatGPT に修正をしてもらう 

▪詳しくないからこそ、プログラムの作成を全部 ChatGPT に任せる 

詳しくなくても、周りに聞ける人がいなくても 

一人でプログラムを書くことができた 

芸術工学部（女性） 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事例 ③：プログラミングにおける事例2  

● 友人に聞きまくるのはちょっと申し訳ないので、ある程度自分で調べたり、ChatGPT に聞いたりします。 

● まずはエラーを読んで自力で解決して、ダメだったら普通にネットでエラーの内容を検索します。 

● 検索しても日本語で書かれた内容がなければ、ChatGPT に聞きます。 

インタビュー抜粋

まずは自力で解決を試み 

検索しても分からない場合 ChatGPT に解決策を求める 

▪エラーが発生した場合、自分の能力と経験に基づいて、エラー解消にチャレンジする 

▪自分で解決できない場合、ネットで検索したり、ChatGPT に質問したりする 

▪自力で解決 → ネット検索 → ChatGPT に質問 → 友人に聞く 

工学部（男性） 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作業の効率化  スキル活用の補助 

学生の生成系AI活用事例は2つのカテゴリに分けられる 



九州大学で生成系AI活用が進んでいる理由 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九州大学で生成系AI活用が進んでいる理由 

多くの学部でプログラミングの授業が必修となっている 
プログラミングに触れた経験があるため、活用のイメージが湧きやすい 

生成系AIを活用する前提として、手法やスキルに触れた経験が重要になる 

授業でプログラミングを学習   プログラミングから離れる   生成系AIを使ってプログラミング  

Pythonってこんなことができるんだ！   この作業Python使えば効率化できそう...   ChatGPTを使えばコードが書けた！！  



今後の展望 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作業の効率化  スキル活用の補助 

学生の生成系AI活用事例は2つのカテゴリに分けられる 

再掲)
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研究や学業の効率化  

本質的な学びや研究に時間を費やせるように  

今後の展望

ex) 

データの成形作業から解放され、効率的に実験できる 

論文の内容をAIに学習させ、論文探しをサポート 

プログラムの中のバグの原因特定や修正をAIにしてもらう 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スキル活用の学習コスト減  

複数のスキルの使いこなしが当たり前に  

今後の展望

ex) 

生成系AIを使ってプログラミングできるように 

AIの補助を受けながら専門外の分野の分析手法を活用 

アプリのプロトタイプ作成が簡単に、実験の幅が広がる 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九大生が生成系 AI を使う理由 

今まで  これから 

学習や勉強が孤独になりがち  生成系AIがパートナー。共に勉強・研究 

授業で分からない項目があっても、先生や友人に聞けずに、授

業の進行度合いからおいて行かれてしまう大学生は一定数存

在。周囲の環境や人間関係に学業や研究が大きく左右されてし

まい、学業の面で孤独な状態になってしまう大学生も多い。 

生成系AIは“プログラミングに詳しい友人”に頼るようにプログラ

ミングについて相談できる。周囲の環境や人間関係に学業が影

響を受けていたが、生成系AIを使いこなせば、一人でも勉強や

研究を進められるようになる。 

研究で分からないとこあるけど、  

先生や友人には聞きにくい  

本当は嫌だけど諦めよう  

AIを使ったらコードが書けた！  

生成系AIをうまく使いながらだった

ら一人でもコード書けそう  

大学生にとって生成系AIはよきパートナーとなる。活用で学びが加速。 



23

まとめ 

大学生の生成系AIの活用はすでに始まっている  

AIは学生にとって、学業や創作活動のよきパートナーとなる可能性が高い  

学生が可能性を広げるためには、さまざまな分野やツールの知識が必要  



24

iceberg 次世代メインストリーム白書  
 
HP : https://imago.co.jp/ email : norizoe@imago.mobi  

次世代メインストリーム白書はiQ Labが行う若者世代の調査分析プロジェクトです。若者世代の本音や価値観を正しく把握することは今後の社会のトレンドや、社会課題の解
決、新たなサービス開発に必要不可欠であり、「バズワードよりサイレントマジョリティの本音」をテーマに掲げ、通常の調査では見えてこないサイレントマジョリティの本音を探
求しています。  
調査の実施元であるiQ Labは九州大学に拠点を構え、九州大学学生を中心に構成されています。icebergプロジェクトの他にもキャンパスDXプロジェクトや、九州大学との共同
研究、九大のキャンパスを使った実証実験の運営など幅広く業務を行っております。  

https://imago.co.jp/
mailto:norizoe@imago.mobi

